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を提供した。本報では，平成 26年 5月〜平成 30年 6 月まで継続して結果が得られた女性










1. 緒  言 


























25 年から平成 29 年まで 3.6 ポイント上昇」
3)しており，平成 25年の高齢化率は 27.1％で













































































































踵骨測定装置（Lunar 社製Achilles A-1000 
Insight）を用いて計測した。超音波法によっ
































































3．結  果 
3-1.介護度 
 被験者9名の介護度の推移を表1に示した。
平成 30 年 6 月現在，前期高齢者が 3 名，後
期高齢者が 6 名である。介護度が上がった被
験者は 3名，下がった被験者は 1 名，維持し
た被験者は 5 名であった。 
 
3-2．身体特性 





























































































































5．ま と め 










































ション研究費（平成 27 年度〜平成 30 年度）
によって行われた。 
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